音響機材についての解説

書いた人　2006年度の部長　吉田健太

色々いじったことある人はこんなもの読まないでください。知ったかぶりのボロがたくさん出て超恥ずかしいです。

どうでもいいけど僕の文章には「思います」が非常に多いので気になってしまうかもしれませんが気にしないでください。何個あるか数えたりするのも面白いかもよ。

1. コードとかプラグとかの話

とりあえず実際に配線をするに当たって端子について知っておいたほうがいいと思うので書いておきます。実際に使う端子は下の四つのうちのどれかでしょう。最後の一つは端子には入れられない気もする。
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1- フォーンプラグ

ポータブルCDプレイヤーとかアイポッドとかに使われている、イヤホンとかを接続する端子のことです。大きさが何種類かあって、更にモノラルとステレオの二種類があります。呼ぶときは3.5mmとか大きさで呼ぶ気がしますがよく分かりません。6.3mmなんて呼んでるの聞いたことないし。後で気付いたけど、ミニプラグとか標準プラグとか言って区別するかな。

恐らく機材の接続には、イヤホンなどで使われている3.5mmのものより一回り大きい6.3mmの物が使われると思います。3.5mmのプラグを使いたかったら（というか多分コンポを接続する時に使うと思う）大きさを変えるコネクタが多分マラバリにあると思うのでそれを使ってください。

モノラルとステレオの違いは余り気にしなくていいと思います。左右で違う音が出る音楽を使うパフォーマーなんていないでしょうし。

MDコンポやipodなど、音楽をかける機材を接続する時によく使われます。

2- [image: image2.jpg]


キャノンコネクタ

　一番音響をやってる気分になれるコネクタです。多分後で説明するミキサーとかにはこの形の端子の挿込口がとてもいっぱいあります。大きさとかは一種類しかないので特に何も考えずに使えます。キャノンとか呼びます。

　マイクを接続する時や、たまにスピーカーなどもこの形の端子であることがあります。
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RCA端子

　この端子は日常生活でよく見かけると思いますが音響で出てくるかは微妙かもしれません。と思っていたら、今年の駒場祭でも正門前ステージでは結局これが必要になったので買ってしまいました。3.5mmからこの端子につなげます。多分これからも道ではこのプラグにお世話になると思います。

使われる時は一つのチャンネル（後で説明します）に二つの挿込口があって、それぞれ左と右の音声になっていることが多いと思います。

4- コード
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　なんて呼んだらいいのか分かりませんがとりあえずコードです。銅線がむき出しになって束ねられてる感じです。昔小学校とかでやった豆電球の配線のようなイメージです。何て呼べばいいんだろう。

　とりあえず、銅線がビニールに包まっています。ビニールが赤と黒に分かれていると思うので、挿込口の赤黒にあわせて挿し込んであげてください。

　スピーカーとアンプを接続する時にはこれを使うことになると思います。

とりあえずコードとかはこんなもんですかね。

これ以上難しいものとかが使いたくなるような人はこんなものを読んでいる場合ではありません。

2. 使う機材たちの解説

使う機材は下の者達になると思います。接続した時スピーカーから近い順に解説していきます。

配線の仕方とか接続する場所とかについてはまた後で書くのでとりあえずどんなものがあるのか知っておいてください。

ステージではいじるのはせいぜいミキサー程度になるでしょうが、道でやる時は自分たちでセッティングしなきゃいけないこともあると思うので少々面倒かもしれません。まあ分かんなかったら適当に先輩を呼びつけてください。

1- スピーカー

膜の振動によって音という波を放出して人々の耳に音楽などを届ける機材です。

お客さんに聞かせるためのスピーカーたち（多分左右二台）と音響係が音の調子を確かめるためのモニタースピーカーがあるかと思います。モニタースピーカーがないこともある気がするのでそうしたらヘッドホンなりイヤホンなりを使いましょう。

2- アンプ

　音を増幅する機械です。なんか音響機材はこれが中心に据えられているような感じがします。感じがするだけですけど。

　とりあえず、こいつが音の大きさに一番影響します。後でも書きますが、何も考えずいきなり音楽を流したりすると耳が壊れるほどの大きな音になったりスピーカーが壊れたりしてしまうので、機器などを接続して最初に音を出す時は絶対にこいつの音量を最小にしてからにしてください。ちなみに音の大きさはdbで表すのですが、値が大きいほうが音が大きいのか逆なのか忘れてしまいました。まあつまみを動かす向きで分かるでしょう。というか最初は絶対小さいほうにあわせてあると思います。

　アンプには電源プラグの挿込口がたくさん付いていることが多いです（何故か今年は付いていませんでしたが）。ので、こいつを発電機につないだ上で色々な機械のコンセントをこいつにつなげる、っていう感じになると思います。

3- ミキサー

これを使っていると「あ、俺って音響やってる」っていう気分に浸れます。

全部の音を出す機械やマイクなどはこれにいったん繋がれ、音量などを調整されたうえで合成された音がアンプへと放出されていきます。これの説明が面倒です。配線とかについて書いた後に書きます。

でもとりあえず、これもアンプと同様、機材を変えるときや最初に接続する時は、必ず音量が最小になっていることを確認してください。特にコードを抜き挿しする時は大きな音とかノイズとかが出る恐れがあるので十分注意してください。

4- コンポとかipodとか

操作法はなんとかしてください。接続の仕方もコードの形を見てやりくりしてください。多分ミキサーの一番右端にある二つ一組になっている部分（分かりにくいけど後で解説します）に挿し込むと思います。

多分マラバリの持っているコンポを使って音を出すことになると思います。その時はコンポに3.5mmのオス－オスケーブル（マラバリが持っている）の一端を挿し込んで、もう一端を変換プラグ経由でミキサーにつなぐことになります。

挿込み口の話で色々と面倒なことが起きたのですがそれはまた接続について書くときにお話します。

5- マイク

キャノンケーブルです。それ以外言うことはありません。ミキサーの左上の一番とか二番あたりのチャンネルに接続すると思います。駒祭ではアンプにつなげる時標準プラグだった。

あ、コードの長さの問題があるからマイク一つにするかとか言う話が出るかもしれません。今年は二本のケーブルを一本のマイクにつないで結構遠くからでもしゃべれるようにしました。司会が一人しかしゃべらなかったからそれでよかったですが二人以上しゃべりたかったら多分コードの長さ的に厳しいですね。司会にそれを伝えておいたほうがいいかも。

6- 発電機

これが動かないと全部動きません。でも操作法を説明するのは面倒なので省略します。てか発電機に書いてあります。分かんなかったら誰かに聞いてください。

3. 機材たちの接続

下の図をとりあえず見てください。こんな感じになります。分かりにくい。

多分ミキサーへの配線が一番難しいと思います。ミキサーについては後でまた写真つきで説明します。ミキサー以外の物への挿し込み口は見れば分かります。とりあえずコードの種類とかについて。

ちなみに、電源は機材の接続が終わってから、スピーカーに遠いほうからつけていってください。絶対守ってください。
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1 コードの説明での4番、ただのコードです。左と右があるのでそれぞれ接続しましょう。コードの赤黒と挿込み口の赤黒を間違えないように。

2 確かキャノンケーブルを使います。同じく左と右一本ずつです。

3 前述したように3.5mmのケーブルと変換プラグを使います。ここでステレオ入力しなきゃいけないことに問題が起きるのです。

4 キャノンケーブルです。

5 6.3mmのじゃないと挿し込めない気がします。めんどい。

6 電源ケーブルたちです。まあこれはタコ足プラグでも使えばどうにでもなるでしょう。

4. ミキサー

メインイベントです。でも去年とかはミキサーとかなかったらしいし来年はないかもしれない。ミキサーなかったらこの資料全く役に立たないなぁ、配線とかも随分変わるし……

まあとりあえず写真。確か僕の通っていた高校が所有しているミキサーがこれです。

[image: image6.jpg]Yoo 'clolalolelo ol
O O 0 Q| ¢ Ol ©

\ wsenr o | wsenr 0! | nser o | wscrr o | e weerr sesr 0" | Wsenr o | e 101 | et vo. | wses 10

oo [ = L. ] [

DISPLAY ACCESS





一応各部分の説明。

1 マイクとかをつないだり、入力レベルを調整したりします。調整はGAINつまみ（下のほうに見える回すつまみ）で行います。モノラルです。コンポとかをここにつないだりすると音が変になってしまいます。

2 コンポとかをつないだり、その入力レベルを調整したりします。ステレオ入力ですが、モノラルの二端子に分けてそれぞれ入力しなければいけないため面倒です。もし来年もミキサーがあったら、3.5mmのプラグを6.3mm二つに分けるものかRCA端子二つに分けるものかのどっちかを買ってしまってもいいかと思います。ちなみに後者のほうはD-actさんが持っているという噂もあります。今年はどうやって解決したんだか忘れてしまいました。6.3mmの端子とRCA端子と両方ありますが、確かそのうち片方を選んで使うみたいな感じになるんだったかと記憶しています。違ったらごめん。

3 上の①と②の領域の各チャンネルの音の大きさを調整します。上の入力端子あたりに書いてある番号と下に書いてある番号が対応しています。見れば分かりますが。

4 全体の音量を一気に調整します。

5 モニタースピーカーとかをつなぎます。

6 ミキサーへのアウトプットなどがあります。写真がないのが痛いですがまあ何とか分かるでしょう。多分キャノンプラグです。あと電源スイッチとかもあったかな。色々説明が書いてあるので問題ないと思います。

では使う時の手順を書きます。

しつこいようですが、操作している途中にプラグの抜き差しなどをするときは絶対にGAINを最小にしてから行ってください。また、電源をつけるときもアンプの音量が最小になっていることを確認してからにしてください。

まず、①②のあたりにあるGAINつまみが全部最小になっているかを確認します。又、③④の音量つまみが全部一番下まで下がっていることを確認します。そしていろんな機材を接続します。

(1) マイクの接続

①の領域にあるキャノンコネクタの挿し込み口にマイクのコネクタを挿し込みます。それだけ。

(2) コンポの接続

こいつが多少厄介です。接続の時に書いたとおりです。何とかしてください。

(3) アンプの接続

⑥あたりにキャノンの差込み口があります。

(4) モニタースピーカーとかの接続

⑤あたりに差込み口があります。

他の機材の接続とかは上の接続についてのお話を見れば分かるでしょう。

電源を入れます。接続の時に書いた順番を守って全部の機材をつけてください。ミキサーの電源は右上の⑥の辺りに多分あります。

次に入力レベルの調整をします。GAINつまみを使います。音響機材から音を出力しながら、GAIN辺りにあるPEAKとか書いてあるランプが付いたり消えたりするように調整します。この調整が終わったらGAINは絶対いじらないこと。音量調整は全て下のつまみたちかアンプのほうで行います。これでミキサーへの音の入力が出来ました。

続いて、モニタースピーカーから聞こえる音を頼りに、音のバランスなどを決めます。③のつまみを使います。この作業が一番音響っぽい。もちろん④がゼロになっていたり⑤がゼロになっていたりすると全く聞こえないのでうまく調整してください。アンプがゼロになっている限りスピーカーには行かないので大丈夫です。まあ音のバランスなんかはスピーカーから音を出しながらでもよいのですが、本番中は多分スピーカーの向き的にマイクと音楽のバランスなんて聞こえないと思うのでモニタースピーカーがあるといいですね。

で、ミキサーのほうで音が出ているのを確認したら、アンプのほうの音量を上げていき、スピーカーから音を出します。これで完了です。アンプの音量も一度決めたら余りいじらず、なるべくミキサーの音量つまみだけで調整できるようにするとよいですね。

あとは状況に応じて音量を調整します。これが一番難しいですけど頑張ってください。

5. 片付け
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さっきと逆の作業をします。

GAINとか音量とかが全てゼロになっているのを確認した後、スピーカーに近いほうから電源を切っていきます。そしてコードとかをはずして片付けます。しまい方とかは工夫してください。長いコードは右みたいな感じで腕に巻きつけていくと綺麗に巻けますよ。

片付け終わったらおしまい。

6. あとがき

まあ実際、ミキサーなかったら役に立たないんですがね、これ。

ただ、電源をつけるときとか消す時とか、コードを抜き差しする時とかの注意は同じだと思うので参考にしてみてください。

何故か参加した五月祭スタッフ打ち上げの後に勢いで書いてしまいました。今3:19です。三時間ぐらい書いてたっぽい。駒祭後に若干変えたからもしかしたら二つのバージョンが流出するかも。

参考資料とか：wikipediaにあった写真たちとヤマハのHPの写真
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左より2.5mm 2極、3.5mm 2極、3.5mm 3極、6.3mm（標準）3極


二極がモノラル、三極がステレオ
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左がメス、右がオス
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RCAジャック(上)･プラグ(下)
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